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東京・山の手。古の霊場巡り

が現代の住宅地の中に復活

した。 

 
2013年 4月 29日（祝） 東京都世田谷区 

世田谷シティロゲイン 

 

武蔵野の住宅地を走る 
若者の街「渋谷」の隣駅「池尻大橋」

にある会場をスタートし、5時間の制限

時間の中で 37kmを走ってきた。 

池尻大橋 - 都立大学 - 緑ヶ丘 - 自

由が丘 - 東京都市大 - 等々力 - 二子

玉川 - 用賀 - 桜新町 - 豪徳寺 - 経

堂 - 桜上水 - 梅ヶ丘 – 下北沢 - 池

尻大橋 

どこも東京近郊では住宅地の中にあ

る駅。これらをすべて足で移動したと

いうと東京の一般住民は驚くかもしれ

ない。 

こんなイベントに約 100 名が集まっ

て、ゴールデンウィークを楽しんだ。 

 

このあたりは東京近郊の様々な私鉄

網が張り巡らされている。今回のシテ

ィロゲインでは公共交通機関の利用も

認められていたが、私は最初から最後

まで走るつもりで参加した。 

 

 

眩暈がしそうな地図 
都市部の地図は「巨大迷路」といっ

ていいだろう。マップコンタクトしな

がらクルクル方向を変えて道を追って

ゆくうちになんだか眩暈がしそうだっ

た。5時間もこの集中力を保つのは気力

が必要だった。 

 

 

復活！世田谷三十三霊場 
今回のコースは世田谷三十三霊場す

べてに加え、若干のパワースポットを

加えたコース。 

三十三霊場コースのきっかけは、主

催者が世田谷シティロゲインを実施す

るために、現地調査をしているときに

偶然お寺の看板を見かけたことだった

そうだ。主催者がお寺に残っている文

献を頼りに三十三霊場を地図上に再現

させたのが今回のコースだ。 

世田谷三十三霊場は文政年間（1825

年ごろ）に創設されたらしいが、今で

は巡礼する人も無く、詳しいことは判

っていないらしい。 

およそ 100 年の時を超えて現代に再

現された三十三霊場巡り・・・それは

参加者をワクワクさせるような挑戦し

がいのあるレースだった。 

今は「ロゲイニング」「ハイキング」

という言葉で語られるレジャーだが、

その原点は古くからこの地に存在して

いたのだ。もっとも 100 年前のこのあ

たりはまだ農村風景だったろう。 

 

昔のオリエンテーリング 
山野跋渉ではないが、住宅地の間を

抜け、信号を守りながらのナヴィゲー

ションは PCめぐりの感覚に似ている。 

このユルく長いエンデューロな感覚

は今までのオリエンティアとは違った

層から支持されそうだ。 

（木村佳司） 

 

復活！世田谷三十三霊場 
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実際の地図サイズは A3。世田谷区の全域と目黒区の一部が入っている。 

京王線、京王井の頭線、小田急小田原線、東急世田谷線、東急田園都市線、 

東急大井町線、東急目黒線、東急東横線が走っている。南端は多摩川。 


